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3.50
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13.50

13.50
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〔計算方法〕 
　⑭（イ）823,781÷3＝

○第１期の保険料に全て充当し、なお余りがある場合は、原則第２期、第3期に順次残額を充当します。

申告済概算保険料額（昨年度申告した額）がまだ納められていない場合には充当できませんのでご注意ください。

第１期分㉒（イ）274,595円　　※余りが生じた場合は、
第２期分㉒（チ）274,593円　　　必ず第１期分に加算してください。
第３期分㉒（ル）274,593円　　　（余りは必ず１円または２円となります）

※今年度より様式が変更となりました。

⑴　充当額については、原則として、全期又は１期目の労働保険料額と一般拠出金に充当し、
余りがある場合には、２期目、３期目に充当することになります。
⑵　１期から３期目に充当してもなお余りがある場合は、管轄の労働局・労働基準監督署に
「労働保険料・一般拠出金還付請求書」を提出し、還付の請求を行ってください。
なお、請求手続については、18頁の「記入例３　充当後還付額が出る場合」を参照ください。

以下の３パターンがあります。
　「労働保険料のみ充当」
　「一般拠出金のみ充当」
　「労働保険料及び一般拠出金に充当」

充当のパターン

労働保険料のみ充当した場合の例①

1,248,654 823,781 424,873

㉒（イ）
274,595円

㉒（チ）
274,593円

〔今期納付額の計算〕 
第１期

第２期

－

－

㉒（ロ）
274,595円

㉒（リ）
150,278円

＋ ㉒（ヘ）
2,838円

＝

＝

今期納付額
㉒（ト）
2,838円
今期納付額
㉒（ヌ）
124,315円

充当意思「1」を記入
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〔計算方法〕 
　⑭（イ）823,781÷3＝

○第１期の保険料に全て充当し、なお余りがある場合は、原則第２期、第3期に順次残額を充当します。

申告済概算保険料額（昨年度申告した額）がまだ納められていない場合には充当できませんのでご注意ください。

第１期分㉒（イ）274,595円　　※余りが生じた場合は、
第２期分㉒（チ）274,593円　　　必ず第１期分に加算してください。
第３期分㉒（ル）274,593円　　　（余りは必ず１円または２円となります）

※今年度より様式が変更となりました。

⑴　充当額については、原則として、全期又は１期目の労働保険料額と一般拠出金に充当し、
余りがある場合には、２期目、３期目に充当することになります。
⑵　１期から３期目に充当してもなお余りがある場合は、管轄の労働局・労働基準監督署に
「労働保険料・一般拠出金還付請求書」を提出し、還付の請求を行ってください。
なお、請求手続については、18頁の「記入例３　充当後還付額が出る場合」を参照ください。

以下の３パターンがあります。
　「労働保険料のみ充当」
　「一般拠出金のみ充当」
　「労働保険料及び一般拠出金に充当」

充当のパターン

労働保険料のみ充当した場合の例①

1,248,654 823,781 424,873

㉒（イ）
274,595円

㉒（チ）
274,593円

〔今期納付額の計算〕 
第１期

第２期

－

－

㉒（ロ）
274,595円

㉒（リ）
150,278円

＋ ㉒（ヘ）
2,838円

＝

＝

今期納付額
㉒（ト）
2,838円
今期納付額
㉒（ヌ）
124,315円

充当意思「1」を記入
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〔計算方法〕 
　⑭（イ）823,781÷3＝

第１期分労働保険料の充当を行い、その後一般拠出金を充当します。
なお余りがある場合、第２期分以降の労働保険料に残額を充当します。（計算が他の場合と異なりますのでご注意ください。）

申告済概算保険料額（昨年度申告した額）がまだ納められていない場合には充当できませんのでご注意ください。

第１期分㉒（イ）274,595円　　※余りが生じた場合は、
第２期分㉒（チ）274,593円　　　必ず第１期分に加算してください。
第３期分㉒（ル）274,593円　　　（余りは必ず１円または２円となります）

労働保険料及び一般拠出金に充当した場合の例③

1,248,654

充当意思「3」を記入

823,781

㉒（イ）
274,595円

㉒（チ）
274,593円

〔今期納付額の計算〕 
第１期

第２期

－

－

㉒（ロ）
274,595円

㉒（リ）
147,440円

＋ ㉒（ヘ）
0円

＝

＝

今期納付額
㉒（ト）
0円

今期納付額
㉒（ヌ）
127,153円
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〔計算方法〕 
　⑭（イ）823,781÷3＝

還付額が出た場合管轄の労働局・労働基準監督署に「労働保険料・一般拠出金還付請求書」を提出し、還付の請求を行ってください。
申告済概算保険料額（昨年度申告した額）がまだ納められていない場合には充当及び還付の請求はできませんのでご注意ください。

第１期分㉒（イ）274,595円　　※余りが生じた場合は、
第２期分㉒（チ）274,593円　　　必ず第１期分に加算してください。
第３期分㉒（ル）274,593円　　　（余りは必ず１円または２円となります）

一般拠出金のみ充当した場合の例②

1,248,654 823,781 2,838

㉒（イ）
274,595円

㉒（チ）
274,593円

〔今期納付額の計算〕 
第１期

第２期

－

－

㉒（ロ）
0円

㉒（リ）
0円

＋ ㉒（ヘ）
0円

＝

＝

今期納付額
㉒（ト）
274,595円
今期納付額
㉒（ヌ）
274,593円

充当意思「2」を記入

422,035

ロ

還付額

424,873
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〔計算方法〕 
　⑭（イ）823,781÷3＝

第１期分労働保険料の充当を行い、その後一般拠出金を充当します。
なお余りがある場合、第２期分以降の労働保険料に残額を充当します。（計算が他の場合と異なりますのでご注意ください。）

申告済概算保険料額（昨年度申告した額）がまだ納められていない場合には充当できませんのでご注意ください。

第１期分㉒（イ）274,595円　　※余りが生じた場合は、
第２期分㉒（チ）274,593円　　　必ず第１期分に加算してください。
第３期分㉒（ル）274,593円　　　（余りは必ず１円または２円となります）

労働保険料及び一般拠出金に充当した場合の例③

1,248,654

充当意思「3」を記入

823,781

㉒（イ）
274,595円

㉒（チ）
274,593円

〔今期納付額の計算〕 
第１期

第２期

－

－

㉒（ロ）
274,595円

㉒（リ）
147,440円

＋ ㉒（ヘ）
0円

＝

＝

今期納付額
㉒（ト）
0円

今期納付額
㉒（ヌ）
127,153円
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〔計算方法〕 
　⑭（イ）823,781÷3＝

還付額が出た場合管轄の労働局・労働基準監督署に「労働保険料・一般拠出金還付請求書」を提出し、還付の請求を行ってください。
申告済概算保険料額（昨年度申告した額）がまだ納められていない場合には充当及び還付の請求はできませんのでご注意ください。

第１期分㉒（イ）274,595円　　※余りが生じた場合は、
第２期分㉒（チ）274,593円　　　必ず第１期分に加算してください。
第３期分㉒（ル）274,593円　　　（余りは必ず１円または２円となります）

一般拠出金のみ充当した場合の例②

1,248,654 823,781 2,838

㉒（イ）
274,595円

㉒（チ）
274,593円

〔今期納付額の計算〕 
第１期

第２期

－
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㉒（リ）
0円

＋ ㉒（ヘ）
0円

＝
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今期納付額
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274,595円
今期納付額
㉒（ヌ）
274,593円

充当意思「2」を記入

422,035
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記入例3　充当後還付額が出る場合

記入例3

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

18

9801

16.50

3.50

3.50

2,506,778

13.50

13.50

13.50

0.05

16.50

50

2,506,778 823,781 826,619

856,378

ロ

還付額

還付額が出た場合管轄の労働局・労働基準監督署に「労働保険料・一般拠出金還付請求書」を提出し、
還付の請求を行ってください。
納付する保険料がない場合は申告書を金融機関・郵便局へ提出することはできません。
管轄の労働局・労働基準監督署へ直接ご提出いただくか、郵送されるようお願いします。 1,288,369円

※記入例は、免除対象高年齢労働者がいない場合を示しています。
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記入例3　充当後還付額が出る場合

記入例3
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2,506,778 823,781 826,619

856,378

ロ

還付額

還付額が出た場合管轄の労働局・労働基準監督署に「労働保険料・一般拠出金還付請求書」を提出し、
還付の請求を行ってください。
納付する保険料がない場合は申告書を金融機関・郵便局へ提出することはできません。
管轄の労働局・労働基準監督署へ直接ご提出いただくか、郵送されるようお願いします。 1,288,369円

※記入例は、免除対象高年齢労働者がいない場合を示しています。
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20 21

1,248,654 823,781 424,873

424,873 422,0352,838

5

〔計算方法〕

一般拠出金へ充当する場合には、更に以下の計算となります。※確定保険料算出の結果、不足が生じた場合は不足
額を納付してください。
※還付額が生じた場合は、「記入例３　充当額還付額
が出る場合」を参照してください。

○現在、対象労働者がいない場合、上記のとおり確定申告が必要となります。ただし、求人を出しているなど労働者を
雇用する見込みがある場合は、その見込み賃金額をもって概算申告し、労働保険を継続することもできます。

○平成25年4月1日以降に事業を廃止した場合には、もう1部申告書を提出する必要があるため、管轄の労働局、労働
基準監督署へご連絡ください。

○事業を廃止した場合、口座振替の対象とはならない場合があります。
申告済概算保険料額（昨年度申告した額）がまだ納められていない場合には充当及び還付の請求はできませんのでご注意ください。

また、ゆうちょ銀行
への振り込みを希
望する場合も、この
欄に記入してくださ
い。

ゆうちょ銀行への
振込みを希望する
場合は、５桁の
「記号」－８桁の
「番号」をこちら
の欄にご記入くだ
さい。

郵便局での受取り
を希望する場合
は、こちらの欄に記
入してください。
（指定できない郵
便局もあります。）

年度更新の場合
は「１」を、事業終
了の場合は「２」を
ご記入ください。

こ
の
欄
は
記
入
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

還
付
請
求
書
を
提
出
す
る
年
度
を
、元
号

「
７
」を
付
け
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

裏面

記入例5

24
還付請求書が新しくなりました。
昨年までの様式は使用できませんので御注意下さい。

～　注　意　～

申
告
書
を

　記入例2②、3のように概算保険料および一般拠出金への充当後に還付が生じる場合、記入例5のように事業を廃止した場合で
還付が生じる場合は、「労働保険料一般拠出金還付請求書」を提出してください。
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